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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年11月5日(2009.11.5)

【公表番号】特表2002-541509(P2002-541509A)
【公表日】平成14年12月3日(2002.12.3)
【出願番号】特願2000-609826(P2000-609826)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   6/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   6/44    ３９１　
   Ｇ０２Ｂ   6/44    ３６６　
   Ｇ０２Ｂ   6/44    ３７６　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年9月9日(2009.9.9)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
　本発明によれば、不連続部分が存在せず、上記ケーブルにて測定したＰＭＤが、ケーブ
ル化される前の同一型式の光ファイバで測定したＰＭＤの１１０％未満であるように選ん
だ捩れ程度を有するポリマー材料層内に、「開」螺旋の軌線に沿って巻かれる光コアが完
全に組み込まれた、光ファイバケーブルが提案される。特に、ファイバの最大の局部的な
捩れ程度は、０．０５回／ｍ（又は撚り数／ｍ）乃至１．５回／ｍ、好ましくは０．１回
／ｍ乃至１回／ｍの範囲にある。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
　好ましくは、上記光ファイバは、それぞれの開螺旋軌線に沿って、絶対値にて３６０゜
以下の最大の巻き角度と、絶対値にて上記最大巻き角度未満の最大の捩れ角度とを有する
ようにする。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　上記中央要素は、好ましくは０．５ｍｍ乃至０．７ｍｍの範囲の直径を有する。
　上記光ファイバは、好ましくは４００μｍ未満、より好ましくは２７０μｍ未満の外径
を有する。
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